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安定同位体を用いた土壌の放射性セシウム捕捉ポテンシャル迅速測定法の開発 

下村遼平（ヤンマー株式会社），米田 稔（京都大学工学研究科都市環境工学専攻），島田洋子

（京都大学工学研究科都市環境工学専攻），池上麻衣子（京都大学原子炉実験所），福谷 哲

（京都大学原子炉実験所），颯田尚哉（岩手大学農学部），菅原大輔（岩手大学農学部附属寒冷

フィールド教育研究センター）

1.はじめに

放射性セシウム捕捉ポテンシャル (RIP)は，土壌中の Cs イオンを選択的に吸着するサイト（FES)の量の

推定や土壌における放射性 Cs の分配係数を予測することができる土壌固有のパラメータとして重要であ

る．しかし，従来 RIP の測定法として提案されている方法では，測定に約２週間を要し，使用場所が限定さ

れ管理が難しいキャリアフリーの放射性 Cs が用いられる．汚染地域の森林中の土壌への Cs の吸着メカニズ

ムの解析は，森林除染の方針を決定するための基礎的な知見として大変重要で喫緊の課題であることから，

樹種や有機物含有量の違いを考慮した多種の土壌を採取して RIP の測定値を得る必要があり，そのためには

測定が簡便であることが望ましい．そこで，本研究は，このような RIP の従来の測定方法より迅速に RIP を

測定でき，かつ，容易に使用できる安定 Cs を用いてキャリアフリーの放射性 Cs を用いた場合と差異なく

RIP を測定できる測定法の開発を試みた． 

2. RIP 測定の迅速化の検討

本研究では，２種類の土壌（土壌 Aは 2016 年 3 月 14 日に岩手県滝沢市滝沢字楢ノ木沢岩手大学滝沢演習

林)のスギ林で採取した森林土壌と 2016 年 12 月に京都大学桂キャンパス内のグラウンドで採取した土壌）と

4種類の粘土鉱物（モンモリロナイト(月布)，モンモリロナイト(三川)，カ

オリナイト，ディッカイト）を使用した．

RIP の従来の測定法では，Cs 添加前と添加後の２段階の操作があるので，

各段階について迅速化を試みた．その結果，Cs 添加後の操作にかかる時間

を短縮することはできなかったが，Cs 添加前の操作では，20 分×6回の振

とう操作で従来法と差のない結果がだせることが明らかになり，操作時間を

減少させることができた（図参照）．ただし，本研究で提案した測定法は，

自然の状態での RIP を測定するのには向いておらず，過大評価となる可能性

があることが明らかになった．  

3. 安定同位体 Cs を用いた RIP 測定の検討

本研究で提案する RIP 測定法によって安定同位体 Cs を用いて測定できる

ようにするため，安定 Cs の添加量をどの程度にすればキャリアフリーCs を

用いて行った結果と等しくなるか検討した結果，本研究で提案するブランク

の補正式を用いる場合，安定同位体 Cs の添加量を 1 µg 程度にすれば，キャ

リアフリーの放射性 Cs を添加した場合と大きな差がなく，RIP を求めるこ

とができることが明らかになった．  

4.おわりに

本研究で得られた成果は，効果的な森林除染のための森林土壌中の Cs の動態についての知見を得るために

大いに役に立つといえ，今後，測定法の確立と同時に Cs の土壌への吸着メカニズムの解析も進めていきた

い． 

図 本研究で提案する RIP 測定法 
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